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令和５年５月１０日 

 

矢玉遺跡木簡に記された「しろわせ」を食農学類の農場実習で田植え 
～遺跡出土木簡と江戸期文献に登場する古代イネ品種の復刻～ 

 
 

食農学類では、１年生がイネの手植えをする授業（栽培実習）を実施してお

ります。今回で５回目となる本実習ですが、今年度、新たな取り組みとして食

農学類で復刻した古代イネ品種を栽培します。 

 福島在来の古代品種と思われる「しろわせ（白和世／白早稲／白早生）」の種

籾の準備ができましたので、今年度の食農学類農場基礎実習においてこの古代

品種の稲の栽培をすることにしました。 

下記のように、附属農場水田において食農学類１年生全員の手植えによる田

植えを下記により行います。取材方よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 １．日 時：令和 ５年 ５月１８日（木）１３：００～ 

 ２．場 所：福島大学附属農場水田（福島市金谷川）：大学正門南の道路東側 

       福島大学附属農場水田の場所は添付の地図および 

       以下の URL をご覧ください。 

        https://www.agri.fukushima-u.ac.jp/facility/ 

３．概 要： 

この授業から、育種・品種改良の長い歴史を経てヒトの食糧として優れた形

質を持つ近代イネの品種が作られてきたことや、育種によって優れた形質を獲

得してきたと同時に、原種・野生種が持つ逞しさなどの失われた重要形質もあ

ることを学修します。 

また、発酵醸造研究所では、酒米・日本酒開発研究プロジェクトの一環とし

て、個性的で地方色豊かな味わいの日本酒・地酒を醸造することを目指してい

ます。NARO 遺伝資源ジーンバンク等から古代稲品種の名称が記された種子の譲

渡を受け、それらを復刻するために種籾を増やしています。その中で、福島在

来の古代品種と思われる「しろわせ（白和世／白早稲／白早生）の種籾の準備

ができましたので、今年度の食農学類農場基礎実習においてこの古代品種の稲

の栽培をすることにしました。 
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（お問い合わせ先） 

食農学類教授・附属発酵醸造研究所長 松田 幹 

電 話：024-503-4986 

メール：tmatsuda@agri.fukushima-u.ac.jp 

 

食農学類教授・附属農場長  深山 陽子 

電 話：024-504-2830 

メール：y_miyama@agri.fukushima-u.ac.jp 
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地酒原料として復活した在来稲の例 
品種  育成年  復活地  
白目 （しろめ） 江戸期  埼玉県  
白玉  嘉永2年(1849)  鹿児島県  
強力 （ごうりき） 明治24年(1891)  鳥取県  
渡船 （わたりぶね） 明治28年(1895)  茨城県  
穀良都 （こくりょうみやこ） 明治30年(1897)  山口県  

ʻ w (/-
t (/--

w (/..
(/..

r (//0
r w (/0)

u t (/0
(/0

tt w (/0.
w t (0(.

y (0(0
ʼ r w (0)/

wt (0)/
t (0)0

(0
ʼ r (0

ff
_

3
u ff

_ 1
ff y _

_
c2) d_

1 0
c d_

p ~ _
ʼ _

g h _
- _

c ) d


